
7/28 企画会議アジェンダ

時間 アジェンダ 内容

17:00 開会  事務局から本日の流れなどを説明する

17:05 活動結果報告
(各5分×3)

 これまでの活動内容を共有する。

①多摩市若者会議視察

②伊賀白鳳高校お土産開発プロジェクト 商品審査会

③昭和家電見学会

17:20 状況報告
(各5分×5)

 ソリューションの進捗状況について、担当者から簡単に説明してもらう（担当者が欠席の
場合は、事務局から説明）

①天神夏祭りについて（お祭り＆広報活動）

②アンケート調査、こども未来課訪問等について（como☆Project）

③農林振興課訪問について（若者ファーム）

④今後のスケジュールについて（伊賀SNS協創プロジェクト）

⑤若者会議SNSの運用について（若者会議SNS）

17:45 プレゼンテーション
(各5分×2)

 新規企画案について、担当者からそれぞれプレゼンを行う

①伊賀市紹介動画作成について

②第5回ラウンドテーブルでの伊賀学王開催について

17:55 企画の詳細検討  上記プレゼン内容と既存企画の中から当日メンバーが検討したい企画を進める
（議論を円滑にするために、検討すべき事項を提示した上で、弊社メンバーが必要に応じて
議論に参加する）

19:55 閉会  次回企画会議に関する案内などを説明する

日時：7/28(日) 17:00-20:00

場所：伊賀市役所

参加者：事務局（総合政策課、デロイト）、若者会議メンバー25名程度
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【現在提案されている「種」・「芽」】
現在までに提案されているソリューションは以下のとおりです

ソリューション 状況

既に挙がっているソリューション

ステータス

【伊賀SNS協創プロジェクト】
SNSを活用し伊賀を自慢する人を増やす。伊賀を自慢する具体的なコンテンツ
をみんなで探し、発信する。

【ゲストハウス活用プロジェクト】
伊賀市内にあるゲストハウスを活用し、観光客、市民が触れ合う機
会を数多く創出する。

【伊賀学王決定戦プロジェクト】
既存の「伊賀学検定」を誰でも気軽に楽しく参加できるクイズを行うイ
ベントを祭りや花火大会などのイベントに合わせて開催する。

芽

芽

種

名称変更とゴールの明確化を調整中。また、アカウン
トを作成し、SNSへのあげ方について、実際に上野城
等で写真をとり勉強会を行う。現在、日程調整中。

昨年3月の第4回まちづくりラウンドテーブルにて展開
済み。奥田さん、中野さんを中心に検討を開始してい
るところ。
当面別事業に注力する。

昨年3月の第4回まちづくりラウンドテーブルにて展開
済み。
第5回ラウンドテーブルにて実施できないか確認中。

具体化に向けてチームの編成、進め方の検討が必要
な状況。

継続

保留

継続

【若者会議SNS】
若者会議が組織として各種イベント、伊賀の情報を発信できる仕組
みを構築する。

芽
Facebook、Twitter、Instagramのアカウント開
設が完了。今後、管理者や投稿の頻度等、詳細な
運用方法について検討を進める。

継続

【お祭り＆広報活動】(広報宣伝部)

お祭り等、地域の活動を通じ、若者が楽しく伊賀をよりよくしようとしている姿勢
を見せることで、若者会議の地位向上及び新規若者会議メンバーの発掘を目
指す。

芽

7/25(木)に開催の菅原神社天神夏祭りと
10/20(日)の天神祭お神輿への参加を決定。
現在は、天神夏祭りに向け、役割を分担し、祭りを開
催。

継続
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【現在提案されている「種」・「芽」】
現在までに提案されているソリューションは以下のとおりです

ソリューション 状況

既に挙がっているソリューション

ステータス

【若者ファーム】
休耕田を若者会議メンバー等で活用。地元の農家に農業を教えても
らいながら作業することで、若者と地元との交流の場に。

芽

第2回企画会議でメンバーを集めて、プロジェクトが始
動。地域の農業関連団体からの協力を得るべく、近
日、農林振興課へ訪問（7/18）。なにを作るか、どこで
やるか等の検討事項については今後検討予定。

継続

【こども“も”一緒に～como☆Project～】
子育てしやすいまちにするために、子どもを持つ母親目線で市内に
必要な場所や機能等を検討し、市内各種イベントの中に検討した要
素を盛り込む

芽

第2回の企画会議で、メンバーを集めてプロジェクトが
始動。市街地に子どもを連れて出かける際に役立つ
地図の作成を当面の活動としている。こども未来課へ
のヒアリング(7/19(月))、天神夏祭りでのアンケート調査
(7/25(木))を実施済み。

継続

【子ども食堂】
温かい町を目指して、地域の空き家を活用して、大人と子どもの交
流を促進できる地域コミュニティを構築する。

種

第1回企画会議で目的や費用対効果、実現に

あたってのハードルを検討した結果、現時点で
の取り組みは困難と判断。名張市で子ども食
堂の取り組みが行われているため、興味ある
メンバーでの視察を事務局側で検討中。

保留




